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専門分野

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

対人支援に関するボランティア活動（主に心理支援）に携わっている学生を支援するため
の勉強会を開催した。学生のボランティア活動をサポートするシステムの構築につなげて
いきたいと考えている。

・京都市教育相談総合センター　カウンセリング基礎コース「子どもの心の成長」（2015年6月）
・京都市子育て総合支援総合センターこどもみらい館電話相談ボランティア養成講座「子どもの心
の成長」（2015年7月）
・斑鳩町　子育て支援講座「日頃のコミュニケーションを振り返ろう」（2015年12月）

児童・思春期の心理臨床に関する研究

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

京都大学大学院教育学研究科臨床教育学専攻博士後期課程単位取得満期退学

教育学修士

臨床心理学

最終学歴

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理臨床学会　日本箱庭療法学会所属学会

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理実習（通年）
・臨床心理査定演習Ⅰ・Ⅱ(前期・後期）
・臨床心理面接特論Ⅰ（前期）
・教育心理学特論（前期）

授業科目

学部担当科目

・心理学入門(前期）
・心理療法（前期）
・教育臨床心理学（後期）
・心理アセスメント実習（前期）
・カウンセリング実習（後期）
・臨床心理学応用実習Ⅱ（後期）
・臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（前期・後期）
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リニック紀要,7

奈良大学臨床心理ク
リニック紀要,7

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

事例論文に対してコメントを行った。
pp41-43

京都市教育相談総合
センター

2015年12月

2015年12月

2016年3月

実習体験報告の記録をもとに、大学院
生が学外実習からどのような学びを得て
いるかを検討し、学外実習の意義を再
確認した。pp45-52

奈良大学臨床心理ク
リニック紀要,7

奈良大学臨床心理クリニックの活動
内容を報告し、今後の課題について
検討を行った。pp81-86

2015年12月

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

①学外実習における大学院生
の学びについて

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

教育支援センターでボランティア活
動を行っている学生・院生の事例検
討会で、指導助言を行った。

①奈良大学臨床心理クリニッ
ク活動報告（2014年4月～
2015年3月）

③「ふれあいアシスタント」
事例検討会　指導助言

（その他）

②辻村奈美さんの論文を読んで


